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症　　例

下顎切歯部過剰歯の2例

田中実　轟朝五　田中秀穂
　　　　　　　　　信州大学医学部解剖学第2教室

SUPERNUMERARY TEETH THE LOWER 
INCISORS AREA: REPORT OF TWO CASES

Minoru TANAKA, Tomokazu TODOROKI and Hideho TANAKA

　　　　　　　Department　of　Anatomy，　Faculty　of　Medicine，

　　　　　　　　　　　　　Shinshu　Univerg．　ity

　　TANAKA，　M．，　TODOROKI，　T，　and　TANAI（A，　H，　SuPernt｛merary　teetlz　in　the　loweγinaisor
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　　Supernumerary　teeth　in　the　lower　incisor　area　were　foulld　in　two　females（Tables　1－2），

　　In　Case　1，　two　incisors　appeared　in　the　lower　right　central　incisor　area．1亡was　d1fficult，　how－

ever，　to　determine　which　was　the　supernumerary　tooth　or　normal　olle（Figs．1－3）．

　　In　Case　2，　the　right　lateral　incisQr　was　fused　with　a　supernumerary　tooth，　The　surface　of　the

crown　in　this亡ooth　had　a　vertical　bucco－lingual　groove．工ts　meslQ－distal　diameter　was　evidently

large（Figs．4－6）．　The　pulp　cavity　at　the　crown　was　divided，　The　crown　width　and　thickness　of

the　teeth　in　the　upper　and　lower　jaw　opposite亡o　the　t　ide　of　the　supernumerary　teeth　showed

Iarger　va【ue　as　conipared　with　the　average　valtle　ill　Japanese（Figs．7－8，　Table　3）．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Received　for　publicaヒion；May　17，1979）

Key　WOrdS：過剰歯（SUpel’llu！nerElry　teeth）

　　　　　　双召三歯　（geminatecl　tooth）

　　　　　　下顎切歯（rower　i轟cisor）

　岡本ら（1963）1）によると外来患者81，231名中，過　　　吉岡（1941）6），吉岡・大竹（1944）7），ならびに相田

剰歯を有するものは466例503歯あったが，そのうち　　　　（1958）8）が，それぞれ下顎切歯部における双生歯の

下顎切歯部に過剰歯を有するものは3例3歯のみであ　　　1例を報告しているに過ぎない。

り，全過剰歯の0・7％弱にすぎない。Stafne（1932）2）　　　　われわれは，下顎切歯部においてほぼiE常切歯の形

の統計では下顎切歯部における過剰歯は全過剰歯の2　　　態を示す過剰歯をもつ1例と，下顎側切歯と過剰歯と

％であり，岡本らのものよりやや高率である。しか　　　の癒合歯，すなわち双生歯の1例とを経験したので報

し，いずれにしろ下顎切歯部に過剰歯の出現する頻度　　　告する。

は極めて低く，酒井（1969）3）によると数万人に1人

位の割合であろうという。　　　　　　　　症例
　さらにその過剰切歯が隣在歯と癒合し，いわゆる双　　　　　症例1

生歯の形で出現する頻度については，まだ正確な統計　　　　西OO子，女，13才2ケ刀，松本市にて出生。家族

はないものの，極めて稀な症例のようである。本邦で　　　はII1襯及び姉1人、遺伝的関係は家系調査をしていな

はこれまでに禰島（1937）4），平野・古田（1937）5），　　　いので不明。生来健康で既往症として特に記載するこ
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とはない。氷人の発育，栄養は普通で’歯の発育状態　　　り，一買『はやや捻転し唇側に転位している。歯冠形

は良好，歯肉に病変を認めず　口腔内の清掃は良好で　　　態は切歯形であるが，丁識の切縁隅角がやや丸みを

ある・　　　　　　　　　　帯びている（Fig，．　IB，2）。

拙歯は　　　　　　　　　X線言郷・よる躰噛の轍の締状態眼好で
繍農認｛II、娠累考き誹1畿　「轍であ・（・・9・…

であ…鞭で竪膿の埋伏・禰られ
　　　　　　　　　　　　　M3　　　’　　pmb
る。歯列は下顎左側第2小臼歯が養側に転位している

ことと，問題の下顎切歯部を除いてはほぼ正常である

1騰濡懲盤ア装忽灘翻翻醗1　　
をni，」軸のものを珊とした．了三1購班にあ　，　灘鑛羅。灘

Fig．1．　Occlusal　view　of　the　upper　and

　　　lower　dental　arches　in　Case　L

織難灘羅灘灘

Fig．2．　Supernumerary　too亡h　of　lower　right

　　　ceiitral　incisor　area　in　Case　l，

　　　A；Labial　side　view．

　　　B：Lingual　side　view．

A：Upper　dental　arch．　　　　　　　　　　Fig．3．　Radiograph　of　the　lower　illcisors　in

B：Lower　d¢ntal　arch・　　　　　　　　　　Case　1，
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Tabie　1．　Crown　width　and　thickness　of　lower　　　は両親および姉兄各1人で，遺伝的関係は家系調査を

　　　incisors　in　Case　1（mm）・　　　　　　　　　していないので不明。生来健康で既往症として特に記

Crown　width

Crown　thickness

121

5．45

6．35

11＊1

5．20

5，95

丁訓「貰

5，15　　5．20

5・　70　15・75

IT，　　　載する二とはない。本人の発育，栄養は普通である

5．45

6，45

…一一t @　　が，ll腔内清掃やや準良，歯石，歯垢沈着があり，鶴

蝕，残根がみられる9

　現存する朋出歯は

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　M，融；1εll。｛ll｛｝｛1き罫1離M2

、聡鷺雛灘㌍諜1発㌔窮であ・耐πは辮齢線診査で準
・瀬謙は冨〉随＞fil・な・てい・・　の鰍を認め得砿鑑撫の埋伏は認められな

　なお，歯の計測慕準は藤田（1949）9）の方法にした　　　い。歯列は下顎右側塘1小臼歯，上顎右側の側切歯，

がい，計測器具は1／20mm副尺付ノギスを使用した・　　　左右第2小臼歯が舌側転位している（Fig．4）。

　症例2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　下顎布側では側切歯と過剰歯が癒合して，いわゆる

　臼（りO代，女・12才4ケlj，松本市にて出生。豪族　　　双生歯になっている（12＊D。その歯冠形態は，歯冠

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の癒舎を示す切縁切痕，讐舌側面に縦溝を有し，歯冠

近遠心径も著しく大きい（Figs．4B，5，　Table　2）。

　X線診査による歯恨歯髄の状態は完劔こ癒合して1

Fig．4．　Occlusal　view　of　the　upper　and　　　　　　　　　Fig．5．　Fusion　of　la亡eral　righヒincisor　with

　　　lower　dental　arches　in　Case　2．　　　　　　　　　　　　　　supernumerary　tooth　in　Case　2．

　　　A：Upper　den亡al　arch．　　　　　　　　　　　　A：Labial　side　view．

　　　B：Lower　dental　arch。　　　　　　　　　　　　　　　　　　B：Lillgual　side　view．

No，↓，1979　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　557



田中実・繊朝近・田中秀穂

Table　2。　Crown　width　and　thickness　of　lower

　　　　　i：lcis・rs　in　Case　2（mn・）．

＼＿　　　7x．・・熟一．．
　　　　　、η」　　　　　　　＼　　　　　　　　　1＼＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

C1・own　width

Crown　thickness

1　2＊i

10．40

6．45

11…

6．50

6．55

侮　　ほ「嘉

6．45　　　7．25

6．40　　　6．40

根管であり，歯冠歯髄は2つに分岐している（Fig，

6）。

考　　察

T・bl・3はこの2症例について，下顎過乗噛出現　　Fig　6・R・di・9・aph・f　th・1・w・r　inci・・r・i・

側とは反対の側にある歯の歯冠の大きさを，権田　　　　　　　Case　2’

Tab q3・C・・w・width・nd・hi・k・ess・f・h・・ee・h　i・the　upper　j。w　and　1。w，，　j。w，
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Case　1

8，45

7．40

7．60

7．50

6．80

10．35

／
5．20

5．45

6，60

7。00

7，15

11．40

／
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6．　35

8．00
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／
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1
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7，　77
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　　　1：器l

　　　l：lll

l蹴
　　　O．613

0．335

0，370

0，386

0，451

0．472

0．　547

0．673

0．447

0、433

0．527

0．588

0．561　』

O．5］3

0．649

0，366

0．365

0．442

0，442

0．509

0，498

0．560

　　　　　　　　　　　＊Mean　value　by　K．　Gonda（1959）10）．　　　　　　　　　　　　『

558　　＊＊Ave「age°f　mal・a・d　f・m・1・b・K・G・・d・（1959）1・・（mm）．
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下顎切歯部過剰歯

（1959）lo）の日本人の標準値と比較して示したもので　　　　　　　　＿1．Oσ　Mtej　1．oσ　2ρσ　3．oσ

ある。また，Fig・7およびFig．8は権田（1959）10）の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ii
値を基準にした関係偏差折線図である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　12　症例1では，歯冠近遠心径および頬舌径の大きさが
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　cr　’±2δの限界線を超えているのは，上顎第1大臼歯の　　　　署　O

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に頬甜だけで・その他には躰人の標鞠と比軌て　　こPi

差が認められない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　睾　Pl

　症例2では，上下顎の歯冠近遠心径および頬旨径の　　　　　　Ml

大ぎさが，日本人の標準値と比較して，すべての歯種　　　　　　M，

にわたって大きく，特に上顎では中切歯，側切歯，犬

歯，第1大臼歯の近遠心径，第1大臼歯の頬香径が，　　　　　　Il

また下顎では，側切歯，犬歯の近遠心径，第2大臼歯　　　　　　12

の頬否径が＋2δの限界線を超えて明らかに大きい。　　　　ewC
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　c｝　Hanihara　et　al．（1965）11）は過剰歯を有する個体に　　　　看　p、

紺る過継以外の他噛種の歯冠の大きさを・正常　　51－IP，
個体の歯冠の大きさと比べても，殆んど差がなかった　　　　t
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　MT
と述べている。しかしながら，今回報告の症例2で
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　M2は，歯冠の大きさが正常個体の場合より明らかに大き

かった。
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Fig，8．　Relative　deviation　of　crown　diameters

　　　（Case　2）．

　　　　　　　＊Standard：by　K，　GQnda，1959．

まとめ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　下顎切歯部過剰歯の2例を報告した。2例とも女性

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　で、1例は下顎右中切歯部に過剰歯を有する症例で，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　歯冠の大きさ，形態が中切歯に類似しており，いずれ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　が過剰歯で，いずれが正常歯か判別し得ない。

　　　　　　　　　　　　　’、　　　　　　　　　　　　他の1例は，下顎右，側切歯と過剰歯が癒合して，

　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　いわゆる双生歯となっているものである。その歯冠形

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　態は，癒合を示す切縁切痕，歯冠唇舌側面に縦溝が見

　　　　　　　　　　　　　　＼＼、　　　　　　　　　られ，歯冠近遠心径も著しく大きい。

　　　　　　　　　　　　　　　　淋　　　　　　　　　下顎切歯部過剰歯以外の歯冠の大きさは，日本人の

　　　　　　　　　　　　　　　　　t　　　　　　　標準値（権田，1959）10｝と比較して，症例1では差を

　　　　　　　　　　　　　　　　ビ　　　　　　　　認めなかったが，症例2では，その値が明らかに大ぎ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い傾向が認められた。
　　　　　　　　　　　　－　 c rew既　 尉idth
　　　　　　　　　　　　一一 一一一▲　 Cro胃“　　 Th ic』n巳ss

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　この論文をまとめるに当たり，終始懇篤な御指
Fig・7・Relative　deviation　of　cr。wn　diameters　　　　導ならびに御協力を賜った当教室の故鈴木　誠教

　　　（Case　1）・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　授，酒井琢朗教授（現愛知学院大歯学部），志水

　　　　　　　＊Standard：by　K．　Gonda，1959．　　　　義房教授，半田康延助教授，西沢寿晃助手に厚く

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御礼申し上げる。
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